
徳
島
県
規
則
第
四
十
号

徳
島
県
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
等
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
十
月
十
七
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
等
に
関
す
る
規
則

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章

保
存
等

第
一
節

受
入
れ
（
第
三
条
―
第
五
条
）

第
二
節

保
存
（
第
六
条
―
第
九
条
）

第
三
章

利
用

第
一
節

利
用
の
請
求
等
（
第
十
条
―
第
二
十
二
条
）

第
二
節

利
用
の
促
進
（
第
二
十
三
条
―
第
二
十
五
条
）

第
三
節

移
管
元
実
施
機
関
の
利
用
（
第
二
十
六
条
）

第
四
章

廃
棄
（
第
二
十
七
条
）

第
五
章

雑
則
（
第
二
十
八
条
・
第
二
十
九
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
徳
島
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
条
例
（
令
和
五
年
徳
島
県
条
例
第
十
七
号

。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
等
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
条
例
で
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

第
二
章

保
存
等

第
一
節

受
入
れ

（
実
施
機
関
か
ら
の
受
入
れ
）

第
三
条

知
事
は
、
実
施
機
関
で
保
存
す
る
歴
史
公
文
書
等
と
し
て
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
と
き
に
文

書
館
に
移
管
す
る
措
置
が
定
め
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
日
か
ら
可
能
な
限
り

早
い
時
期
に
受
入
れ
の
日
を
設
定
し
、
当
該
歴
史
公
文
書
等
を
受
け
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
受
け
入
れ
た
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を

講
じ
た
上
で
、
原
則
と
し
て
受
入
れ
の
日
か
ら
一
年
以
内
に
排
架
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

生
物
被
害
へ
の
対
処
そ
の
他
の
保
存
に
必
要
な
措
置

二

識
別
を
容
易
に
す
る
た
め
に
必
要
な
番
号
（
以
下
「
資
料
番
号
」
と
い
う
。
）
の
付
与

三

条
例
第
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
目
録
の
作
成

四

条
例
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
由
の
該
当
性
に
関
す
る
事
前
審
査

（
寄
贈
、
寄
託
等
が
さ
れ
た
文
書
の
受
入
れ
）

第
四
条

知
事
は
、
条
例
第
二
条
第
四
項
第
三
号
に
規
定
す
る
法
人
そ
の
他
の
団
体
又
は
個
人
か
ら
特
定

の
文
書
に
つ
い
て
寄
贈
、
寄
託
等
を
す
る
旨
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
文
書
が
歴
史
公

文
書
等
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
文
書
を
受
け
入
れ
る
も
の
と
す
る
。



２

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
受
け
入
れ
た
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
、
寄
贈
、
寄
託
等
を
し

た
も
の
の
希
望
に
応
じ
、
利
用
の
制
限
を
行
う
範
囲
及
び
こ
れ
が
適
用
さ
れ
る
期
間
を
定
め
た
上
で
、

前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
、
原
則
と
し
て
受
入
れ
の
日
か
ら
一
年
以
内
に
排
架
を
行
う

も
の
と
す
る
。

（
著
作
権
等
の
調
整
）

第
五
条

知
事
は
、
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
受
け
入
れ
た
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
著
作
物
、
実
演
、
レ
コ

ー
ド
又
は
放
送
若
し
く
は
有
線
放
送
に
係
る
音
若
し
く
は
影
像
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
、
必
要
に
応

じ
て
、
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
ら
の
著
作
者
、
著
作
権
者
、
実
演
家
又
は
著
作
隣
接
権
者
か
ら
著
作
者
人
格

権
、
著
作
権
、
実
演
家
人
格
権
又
は
著
作
隣
接
権
に
関
す
る
利
用
等
の
許
諾
又
は
同
意
を
得
る
こ
と
等

に
よ
り
、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
円
滑
な
利
用
に
備
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
節

保
存

（
保
存
方
法
等
）

第
六
条

知
事
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
、
条
例
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
廃
棄
さ
れ
る
に

至
る
場
合
を
除
き
、
専
用
の
書
庫
（
以
下
「
書
庫
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
永
久
に
保
存
す
る
も
の
と

す
る
。

２

知
事
は
、
書
庫
に
つ
い
て
、
温
度
、
湿
度
、
照
度
等
を
適
切
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
防
犯
、
防
災

、
防
虫
等
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３

知
事
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
う
ち
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
は
、
そ
の
種
別
を
勘
案
し
、
当
該
特

定
歴
史
公
文
書
等
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
記
録
媒
体
の
変
換
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
複
製
物
の
作
成
）

第
七
条

知
事
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
、
保
存
状
態
、
時
の
経
過
、
利
用
の
状

況
等
に
応
じ
、
適
切
な
記
録
媒
体
に
よ
る
複
製
物
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

（
個
人
情
報
の
漏
え
い
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
）

第
八
条

知
事
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
個
人
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
個
人
情
報

の
漏
え
い
の
防
止
の
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

一

書
庫
の
施
錠
そ
の
他
の
物
理
的
な
接
触
の
制
限

二

当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
記
録
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
に
対
す
る
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
（
不
正

ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
二
条
第
四
項
に

規
定
す
る
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
を
い
う
。
）
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

三

文
書
館
の
職
員
に
対
す
る
教
育
及
び
研
修
の
実
施

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
個
人
情
報
の
漏
え
い
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置

（
目
録
の
作
成
及
び
公
表
）

第
九
条

条
例
第
十
二
条
第
四
項
の
必
要
な
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
条
例
第
十
三
条
第
一
項
第
一

号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
情
報
又
は
同
項
第
二
号
の
制
限
若
し
く
は
同
項
第
三
号
の
条
件
に
係
る
情

報
（
次
条
に
お
い
て
「
利
用
制
限
情
報
」
と
い
う
。
）
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一

分
類

二

資
料
番
号

三

名
称

四

移
管
又
は
寄
贈
、
寄
託
等
を
し
た
も
の
の
名
称
又
は
氏
名



五

移
管
又
は
寄
贈
、
寄
託
等
を
受
け
た
時
期

六

保
存
場
所

七

記
録
媒
体
の
種
別

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
保
存
を
行
い
、
及
び
適
切
な
利

用
に
資
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

２

知
事
は
、
条
例
第
十
二
条
第
四
項
の
目
録
に
つ
い
て
、
文
書
館
に
備
え
て
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
と

と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
章

利
用

第
一
節

利
用
の
請
求
等

（
部
分
利
用
）

第
十
条

条
例
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
区
分
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の

種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
。

一

文
書
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
写
し
を
作
成
し
、
当
該

写
し
に
記
載
さ
れ
て
い
る
利
用
制
限
情
報
を
黒
塗
り
す
る
方
法
又
は
利
用
制
限
情
報
が
記
載
さ
れ
て

い
る
範
囲
を
被
覆
す
る
方
法

二

電
磁
的
記
録

当
該
記
録
の
写
し
を
作
成
し
、
当
該
写
し
に
記
載
さ
れ
て
い
る
利
用
制
限
情
報
を

削
除
す
る
方
法

（
本
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
書
類
）

第
十
一
条

条
例
第
十
四
条
の
利
用
請
求
を
す
る
者
は
、
知
事
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
書
類
の
い
ず
れ
か

を
提
示
し
、
又
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

利
用
請
求
を
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
と
同
一
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
が
記
載
さ

れ
て
い
る
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に

規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
そ
の
他
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
書

類
で
あ
っ
て
、
当
該
利
用
請
求
を
す
る
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
足
り
る
も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
書
類
を
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
提
示
し
、
又
は
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
利
用
請
求
を
す
る
者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
知
事
が
適
当

と
認
め
る
書
類

（
利
用
請
求
の
方
法
）

第
十
二
条

条
例
第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

利
用
請
求
の
年
月
日

二

利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
資
料
番
号

三

希
望
す
る
利
用
の
方
法

四

連
絡
先
及
び
法
人
そ
の
他
の
団
体
に
あ
っ
て
は
、
当
該
利
用
請
求
の
担
当
者
の
氏
名

２

条
例
第
十
五
条
第
一
項
の
請
求
書
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
利
用
請
求
書
（
様
式
第
一
号
）
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

（
利
用
請
求
に
対
す
る
決
定
等
）

第
十
三
条

条
例
第
十
六
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
日

二

利
用
の
方
法



三

写
し
の
交
付
の
方
法
に
よ
り
利
用
さ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
写
し
の
交
付
に
要
す
る
費
用

四

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
一
部
を
利
用
さ
せ
る
旨
の
決
定
に
あ
っ
て
は
、
利
用
制
限
の
内
容
及
び
そ

の
理
由

２

条
例
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
決
定
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
面
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
全
部
を
利
用
さ
せ
る
旨
の
決
定

特
定
歴
史
公
文
書
等
利
用
決
定
通
知
書

（
様
式
第
二
号
）

二

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
一
部
を
利
用
さ
せ
る
旨
の
決
定

特
定
歴
史
公
文
書
等
一
部
利
用
決
定
通

知
書
（
様
式
第
三
号
）

３

条
例
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
利
用
制
限
決
定
通
知
書
（
様

式
第
四
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
利
用
決
定
等
の
期
限
の
延
長
）

第
十
四
条

条
例
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
利
用
決
定
等
期
間
延

長
通
知
書
（
様
式
第
五
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
利
用
決
定
等
の
期
限
の
特
例
延
長
）

第
十
五
条

条
例
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
利
用
決
定
等
期
間
特
例
延
長

通
知
書
（
様
式
第
六
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
第
三
者
に
対
す
る
意
見
書
提
出
の
機
会
の
付
与
等
）

第
十
六
条

条
例
第
十
九
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

利
用
請
求
の
年
月
日

二

利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
資
料
番
号

三

利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
記
録
さ
れ
て
い
る
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
内
容

四

意
見
書
を
提
出
す
る
場
合
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限

２

条
例
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
に
係
る
意
見
照
会
書

（
様
式
第
七
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

３

条
例
第
十
九
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

二

利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
理
由

４

条
例
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
に
係
る
意
見
照
会
書

（
様
式
第
八
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

５

条
例
第
十
九
条
第
三
項
の
規
則
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項

二

利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
付
さ
れ
て
い
る
条
例
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
意

見
の
内
容

三

利
用
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
利
用
決
定
を
す
る
理
由

６

条
例
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
に
係
る
意
見
照
会
書

（
様
式
第
九
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

７

条
例
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
規
定
す
る
意
見
書
は
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
に
係
る
意

見
書
（
様
式
第
十
号
）
に
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
意
見
書
は
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
に
係
る

意
見
書
（
様
式
第
十
一
号
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。



８

条
例
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
第
三
者
情
報
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
利
用
決

定
通
知
書
（
様
式
第
十
二
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
電
磁
的
記
録
の
利
用
の
方
法
等
）

第
十
七
条

条
例
第
二
十
条
の
規
則
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
法
と
す
る
。

一

電
磁
的
記
録
を
専
用
機
器
に
よ
り
再
生
し
、
又
は
映
写
し
た
も
の
の
閲
覧
、
視
聴
又
は
聴
取

二

電
磁
的
記
録
を
用
紙
に
出
力
し
た
も
の
の
閲
覧
又
は
交
付

三

電
磁
的
記
録
を
電
磁
的
記
録
媒
体
に
複
写
し
た
も
の
の
交
付

四

そ
の
他
知
事
が
適
当
と
認
め
る
方
法

（
閲
覧
の
方
法
等
）

第
十
八
条

特
定
歴
史
公
文
書
等
（
条
例
第
二
十
条
た
だ
し
書
の
写
し
及
び
電
磁
的
記
録
を
専
用
機
器
に

よ
り
再
生
し
、
又
は
用
紙
に
出
力
し
た
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
閲
覧
は
、

文
書
館
の
閲
覧
室
で
行
う
も
の
と
す
る
。

２

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
閲
覧
を
す
る
も
の
は
、
職
員
の
指
示
の
下
に
自
ら
カ
メ
ラ
等
に
よ
り
当
該
特

定
歴
史
公
文
書
等
の
撮
影
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
閲
覧
を
す
る
も
の
は
、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
丁
寧
に
取
り
扱
う
こ
と

と
し
、
こ
れ
を
改
ざ
ん
し
、
汚
損
し
、
又
は
破
損
し
て
は
な
ら
な
い
。

４

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
違
反
し
た
も
の
又
は
違
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
対

し
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
閲
覧
を
中
止
さ
せ
、
又
は
禁
止
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
写
し
の
交
付
の
方
法
等
）

第
十
九
条

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
写
し
（
電
磁
的
記
録
を
用
紙
に
出
力
し
、
又
は
電
磁
的
記
録
媒
体
に

複
写
し
た
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
交
付
は
、
利
用
請
求
一
件
に
つ
き
一
部

と
す
る
。

２

写
し
の
交
付
は
、
文
書
館
に
お
い
て
行
う
ほ
か
、
利
用
請
求
者
の
希
望
に
応
じ
、
郵
送
等
に
よ
り
行

う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
必
要
な
郵
便
料
そ
の
他
の
費
用
は
、
利
用
請
求
者
が
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
費
用
）

第
二
十
条

条
例
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
写
し
の
交
付
に
要
す
る
費
用
の
額
は
、
別
表
の
と
お
り
と
す

る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
費
用
は
、
当
該
写
し
の
交
付
を
受
け
る
前
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
審
査
請
求
に
係
る
諮
問
）

第
二
十
一
条

条
例
第
二
十
三
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
書
類
そ
の
他
の
物
件
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

と
す
る
。

一

行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
同
法
（
以
下
「
読
替
え
後
の
行
政
不
服
審
査
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
条
第
一
項
に

規
定
す
る
反
論
書

二

読
替
え
後
の
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
意
見
書

三

読
替
え
後
の
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
口
頭
意
見
陳
述
、
読
替
え
後
の

行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
四
条
の
陳
述
若
し
く
は
鑑
定
、
読
替
え
後
の
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
五

条
第
一
項
の
検
証
、
読
替
え
後
の
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
読
替
え

後
の
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る
意
見
の
聴
取
の
記
録



四

行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
証
拠
書
類
若
し

く
は
証
拠
物
又
は
書
類
そ
の
他
の
物
件

五

読
替
え
後
の
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
提
出
要
求
に
応
じ
て
提
出
さ
れ
た
書

類
そ
の
他
の
物
件

六

そ
の
他
徳
島
県
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
が
必
要
と
認
め
る
資
料

（
第
三
者
か
ら
の
審
査
請
求
を
棄
却
す
る
場
合
等
に
お
け
る
手
続
）

第
二
十
二
条

条
例
第
二
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
条
例
第
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
に
係
る
裁
決
通
知
書
（
様
式
第
十
三
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
節

利
用
の
促
進

（
簡
便
な
方
法
に
よ
る
利
用
）

第
二
十
三
条

知
事
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
（
条
例
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
前
節
に
定
め
る
方
法
の
ほ
か
、
別
に
定
め
る
簡
便
な
方
法
（
次
項

に
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
に
よ
り
一
般
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
あ
る
。

２

知
事
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
等
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
よ
り
公

開
す
る
こ
と
等
の
方
法
に
よ
り
、
積
極
的
に
一
般
の
利
用
に
供
す
る
も
の
と
す
る
。

（
展
示
会
の
開
催
等
）

第
二
十
四
条

知
事
は
、
年
度
ご
と
に
計
画
を
定
め
た
上
で
、
展
示
会
の
開
催
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に

関
す
る
講
座
の
実
施
そ
の
他
の
取
組
を
行
い
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
の
促
進
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

（
貸
出
し
）

第
二
十
五
条

知
事
は
、
他
の
機
関
か
ら
学
術
研
究
、
社
会
教
育
等
の
公
共
的
目
的
を
有
す
る
行
事
等
に

お
い
て
利
用
す
る
た
め
に
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
貸
出
し
の
申
込
み
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
別
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
貸
し
出
す
こ
と
が
あ
る
。

第
三
節

移
管
元
実
施
機
関
の
利
用

第
二
十
六
条

特
定
歴
史
公
文
書
等
を
移
管
し
た
実
施
機
関
が
条
例
第
二
十
六
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
は
、
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
利
用
請
求
者
は
、
身
分
を
証
す
る

書
面
を
提
示
し
、
及
び
移
管
元
実
施
機
関
用
特
定
歴
史
公
文
書
等
利
用
請
求
書
（
様
式
第
十
四
号
）
を

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章

廃
棄

第
二
十
七
条

条
例
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
廃
棄
は
、
劣
化
が
極
限
ま
で
進
展
し
て
判
読
も
修
復
も

不
可
能
と
な
り
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
歴
史
的
文
化
的
価
値
を
有
す
る
資

料
で
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
、
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章

雑
則

（
保
存
及
び
利
用
の
状
況
の
公
表
）

第
二
十
八
条

条
例
第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な

方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
委
任
）

第
二
十
九
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
に
関
し
必
要
な
事
項
は

、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

附

則



（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

条
例
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
歴
史
公
文
書
等
と
み
な
さ
れ
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
第
九
条

第
四
号
及
び
第
五
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
徳
島
県
立
文
書
館
管
理
規
則
の
一
部
改
正
）

３

徳
島
県
立
文
書
館
管
理
規
則
（
令
和
二
年
徳
島
県
規
則
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
四
条
中
「
及
び
」
を
「
、
徳
島
県
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
等
に
関
す
る
規
則
（
令
和
五
年
徳

島
県
規
則
第
四
十
号
）
及
び
」
に
改
め
る
。

第
六
条
か
ら
第
十
条
ま
で
を
削
り
、
第
十
一
条
を
第
六
条
と
す
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
三
号
ま
で
を
削
る
。

別
表
（
第
二
十
条
関
係
）

区

分

費
用
の
額

用
紙
に
複
写
し
、
又
は
出
力
し
た
も
の
の
交
付

白
黒

用
紙
一
枚
に
つ
き
一
〇
円

（
日
本
産
業
規
格
Ａ
列
三
番
以
下
の
大
き
さ
の

用
紙
を
用
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。
）

カ
ラ
ー

用
紙
一
枚
に
つ
き
五
〇
円

Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
（
日
本
産
業
規
格
Ｘ
〇
六
〇
六
及
び

Ｘ
六
二
八
一
に
適
合
す
る
直
径
百
二
十
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
の
光
デ
ィ
ス
ク
の
再
生
装
置
で
再
生
す

Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
一
枚
に
つ
き
五
〇
円

る
こ
と
が
可
能
な
光
デ
ィ
ス
ク
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
に
複
写
し
た
も
の
の
交
付

Ｄ
Ｖ
Ｄ
―
Ｒ
（
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
四
一
に

適
合
す
る
直
径
百
二
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
光
デ

ィ
ス
ク
の
再
生
装
置
で
再
生
す
る
こ
と
が
可
能

Ｄ
Ｖ
Ｄ
―
Ｒ
一
枚
に
つ
き
一
〇
〇
円

な
光
デ
ィ
ス
ク
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
複

写
し
た
も
の
の
交
付

業
務
委
託
等
に
よ
り
写
し
を
作
成
し
た
場
合
そ

の
他
の
写
し
の
交
付
に
特
別
の
費
用
を
要
す
る

当
該
費
用
の
実
費
に
相
当
す
る
額

場
合

郵
送
等
に
よ
り
交
付
を
行
う
場
合

郵
便
料
そ
の
他
の
費
用
の
実
費
に
相
当
す
る
額

備
考

用
紙
の
両
面
を
使
用
す
る
場
合
は
、
片
面
を
用
紙
一
枚
と
し
て
費
用
の
額
を
算
定
す
る
。



様式第１号（第１２条関係）

※ 収 受 番 号 番

※ 収受年月日 年 月 日

特定歴史公文書等利用請求書

年 月 日

徳島県知事 殿

住所
請求者

氏名

法人その他の団体にあっては、主たる事務所
の所在地及び名称並びに代表者の氏名

電話番号
（担当者氏名）

徳島県公文書等の管理に関する条例第１３条第１項の規定に基づき、次のとおり特定歴

史公文書等の利用を請求します。

資料番号 名称 利用の方法

□閲覧
□写しの交付

□閲覧
□写しの交付

利用請求に係る

特定歴史公文書等 □閲覧
□写しの交付

□閲覧
□写しの交付

□閲覧
□写しの交付

□用紙への複写又は出力（□Ａ４ □Ｂ４ □Ａ３）

文 書 （□白黒 □カラー）
写しの
作成の □電磁的記録媒体（ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒ）への複写

方 法
電磁的 □用紙への出力（□Ａ４ □Ｂ４ □Ａ３）（□白黒 □カラー）
記 録 □電磁的記録媒体（ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒ）への複写

写しの交付 □文書館において交付
の 方 法 □郵送等（送付先 ）

備考
１ 「住所」及び「氏名」は、正確かつ明瞭に記入してください。記入内容に不備があ
る場合は、徳島県公文書等の管理に関する条例第１５条第２項の規定に基づき、補正
をお願いすることがあります。

２ 「利用の方法」の欄で「写しの交付」を選択した場合は、「写しの作成の方法」及
び「写しの交付の方法」の欄に記入してください。

３ 写しの作成には、費用の負担が生じます。また、郵送等で受け取る場合は、別途送
料の負担が必要です。

４ ※の欄には、記入しないでください。



様式第２号（第１３条関係）

特定歴史公文書等利用決定通知書

第 号
年 月 日

様（殿）

徳島県知事 印

年 月 日付けで請求のありました特定歴史公文書等の利用については、

徳島県公文書等の管理に関する条例第１６条第１項の規定により、次のとおりその全部を

利用に供することと決定したので、通知します。

特定歴史公文書等利用請求書の 年 月 日

収 受 年 月 日 及 び 収 受 番 号 収受番号 番

資料番号 名称 複写枚数

利用請求に係る

特定歴史公文書等

文書館での閲覧
年 月 日から

年 月 日まで

利 用 の 方 法 □文書館での交付 年 月 日から

年 月 日まで
写 し の 交 付

□郵送等 写しの交付に要する費用の納付確認後

に送付します。

用紙 円

写 し の 交 付 に 要 す る 費 用
ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒ 円

その他（ ） 円

計 円

備考

１ 特定歴史公文書等の閲覧場所は、文書館の閲覧室です。閲覧室から持ち出すことは

できません。

２ 指定された閲覧又は写しの交付の期間において、閲覧又は写しの交付を希望する日

があらかじめ決まっている場合には、文書館まで連絡してください。

３ 特定歴史公文書等を利用する際には、この通知書を提示してください。

４ 特定歴史公文書等の閲覧中、持参のカメラ等による複写が必要なときは、閲覧室受

付まで申し出てください。



様式第３号（第１３条関係）

特定歴史公文書等一部利用決定通知書

第 号
年 月 日

様（殿）

徳島県知事 印

年 月 日付けで請求のありました特定歴史公文書等の利用については、

徳島県公文書等の管理に関する条例第１６条第１項の規定により、次のとおりその一部を

利用に供することと決定したので、通知します。

特定歴史公文書等利用請求書の 年 月 日

収 受 年 月 日 及 び 収 受 番 号 収受番号 番

資料番号 名称

利用請求に係る特定歴史公文書等

利 用 制 限 の 内 容

利 用 制 限 を 行 う 理 由

文書館での閲覧
年 月 日から

年 月 日まで

利 用 の 方 法 □文書館での交付 年 月 日から

年 月 日まで
写 し の 交 付

□郵送等 写しの交付に要する費用の納付確認後

に送付します。

用紙 円

写 し の 交 付 に 要 す る 費 用
ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒ 円

その他（ ） 円

計 円

備考

１ 特定歴史公文書等の閲覧場所は、文書館の閲覧室です。閲覧室から持ち出すことは

できません。

２ 指定された閲覧又は写しの交付の期間において、閲覧又は写しの交付を希望する日

があらかじめ決まっている場合には、文書館まで連絡してください。

３ 特定歴史公文書等を利用する際には、この通知書を提示してください。

４ 特定歴史公文書等の閲覧中、持参のカメラ等による複写が必要なときは、閲覧室受

付まで申し出てください。

この決定に不服がある場合は、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３

か月以内に徳島県知事に対して審査請求をすることができます。

また、この決定の取消しを求める訴えは、この決定があったことを知った日の翌日から

起算して６か月以内に徳島県を被告として（徳島県知事が被告の代表者となります。）提

起することができます。



様式第４号（第１３条関係）

特定歴史公文書等利用制限決定通知書

第 号

年 月 日

様（殿）

徳島県知事 印

年 月 日付けで請求のありました特定歴史公文書等の利用については、

徳島県公文書等の管理に関する条例第１６条第２項の規定により、次のとおりその全部を

利用に供しないことと決定したので、通知します。

特定歴史公文書等利用請求書の 年 月 日

収 受 年 月 日 及 び 収 受 番 号 収受番号 番

資料番号 名称

利 用 請 求 に 係 る

特 定 歴 史 公 文 書 等

利 用 に 供 し な い 理 由

この決定に不服がある場合は、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３

か月以内に徳島県知事に対して審査請求をすることができます。

また、この決定の取消しを求める訴えは、この決定があったことを知った日の翌日から

起算して６か月以内に徳島県を被告として（徳島県知事が被告の代表者となります。）提

起することができます。



様式第５号（第１４条関係）

特定歴史公文書等利用決定等期間延長通知書

第 号

年 月 日

様（殿）

徳島県知事 印

年 月 日付けで請求のありました特定歴史公文書等の利用については、

徳島県公文書等の管理に関する条例第１７条第２項の規定により、次のとおり利用決定等

の期間を延長したので、通知します。

特定歴史公文書等利用請求書の 年 月 日

収 受 年 月 日 及 び 収 受 番 号 収受番号 番

資料番号 名称

利 用 請 求 に 係 る

特 定 歴 史 公 文 書 等

徳 島 県 公 文 書 等 の 管 理 に 年 月 日から
関 す る 条 例 第 １ ７ 条 第 １ 項

の 規 定 に よ る 決 定 期 間
年 月 日まで

年 月 日から
延 長 後 の 決 定 期 間

年 月 日まで

延 長 の 理 由



様式第６号（第１５条関係）

特定歴史公文書等利用決定等期間特例延長通知書

第 号

年 月 日

様（殿）

徳島県知事 印

年 月 日付けで請求のありました特定歴史公文書等の利用については、

徳島県公文書等の管理に関する条例第１８条の規定により、次のとおり利用決定等の期間

を特例で延長したので、通知します。

特定歴史公文書等利用請求書の 年 月 日

収 受 年 月 日 及 び 収 受 番 号 収受番号 番

資料番号 名称

利 用 請 求 に 係 る

特 定 歴 史 公 文 書 等

利 用 請 求 に 係 る 特 定 歴 史 年 月 日から
公文書等のうち相当の部分に

ついて利用決定等をする期間
年 月 日まで

残 り の 特 定 歴 史 公 文 書 等 に

ついて利用決定等をする期限
年 月 日

特 例 延 長 の 理 由



様式第７号（第１６条関係）

特定歴史公文書等の利用に係る意見照会書

第 号

年 月 日

様（殿）

徳島県知事 印

あなたに関する情報が記録されている特定歴史公文書等について、徳島県公文書等の管

理に関する条例第１３条第１項の規定により利用の請求がありましたので、同条例第１９

条第１項の規定により、次のとおり通知します。

つきましては、当該特定歴史公文書等を利用させることについて意見がありましたら、

別紙により意見書を提出してください。

なお、提出期限までに意見書の提出がない場合は、特に意見がないものとして取り扱う

こととします。

資料番号 名称

利 用 請 求 に 係 る

特 定 歴 史 公 文 書 等

利 用 請 求 の 年 月 日 年 月 日

特定歴史公文書等に記録されて

いるあなたに関する情報の内容

意 見 書 の 提 出 先

意 見 書 の 提 出 期 限 年 月 日



様式第８号（第１６条関係）

特定歴史公文書等の利用に係る意見照会書

第 号

年 月 日

様（殿）

徳島県知事 印

あなたに関する情報が記録されている特定歴史公文書等について、徳島県公文書等の管

理に関する条例第１３条第１項の規定により利用の請求がありましたので、同条例第１９

条第２項の規定により、次のとおり通知します。

つきましては、当該特定歴史公文書等を利用させることについて意見がありましたら、

別紙により意見書を提出してください。

なお、提出期限までに意見書の提出がない場合は、特に意見がないものとして取り扱う

こととします。

資料番号 名称

利 用 請 求 に 係 る

特 定 歴 史 公 文 書 等

利 用 請 求 の 年 月 日 年 月 日

特定歴史公文書等に記録されて

いるあなたに関する情報の内容

特 定 歴 史 公 文 書 等 の 利 用 を

さ せ よ う と す る 理 由

意 見 書 の 提 出 先

意 見 書 の 提 出 期 限 年 月 日



様式第９号（第１６条関係）

特定歴史公文書等の利用に係る意見照会書

第 号

年 月 日

様（殿）

徳島県知事 印

次の特定歴史公文書等について、徳島県公文書等の管理に関する条例第１３条第１項の

規定により利用の請求がありましたので、同条例第１９条第３項の規定により、次のとお

り通知します。

つきましては、当該特定歴史公文書等を利用させることについて意見がありましたら、

別紙により意見書を提出してください。

なお、提出期限までに意見書の提出がない場合は、特に意見がないものとして取り扱う

こととします。

資料番号 名称

利 用 請 求 に 係 る

特 定 歴 史 公 文 書 等

利 用 請 求 の 年 月 日 年 月 日

特定歴史公文書等に付されて

いる徳島県公文書等の管理に

関 す る 条 例 第 ８ 条 第 ４ 項

の 規 定 に よ る 意 見 の 内 容

特 定 歴 史 公 文 書 等 に つ い て

利用させる旨の決定をする理由

意 見 書 の 提 出 先

意 見 書 の 提 出 期 限 年 月 日



様式第１０号（第１６条関係）

特定歴史公文書等の利用に係る意見書

年 月 日

徳島県知事 殿

住所

氏名

法人その他の団体にあっては、主たる事務所

の所在地及び名称並びに代表者の氏名

電話番号
（担当者氏名）

年 月 日付けで照会のありました特定歴史公文書等の利用に関する意見

については、次のとおりです。

資料番号 名称

照 会 の あ っ た

特 定 歴 史 公 文 書 等

利 用 決 定 に 対 す る

支 障 の 有 無
有 ・ 無

１ 特定歴史公文書等の利用により支障がある部分

利 用 に 関 す る 意 見
２ 特定歴史公文書等の利用により支障がある理由

備考

１ 「利用決定に対する支障の有無」の欄は、「有」又は「無」のいずれかを○で囲ん

でください。「有」の場合は、「利用に関する意見」の欄に記入してください。

２ 意見について欄が不足した場合は、裏面に記入してください。



様式第１１号（第１６条関係）

特定歴史公文書等の利用に係る意見書

年 月 日

徳島県知事 殿

移管元実施機関の長 印

担当者 所属名

職・氏名

電話番号

メールアドレス

年 月 日付けで照会のありました特定歴史公文書等の利用に関する意見

については、次のとおりです。

資料番号 名称

照 会 の あ っ た

特 定 歴 史 公 文 書 等

利 用 決 定 に 対 す る

意 見 の 有 無
有 ・ 無

１ 特定歴史公文書等の利用に関して意見がある部分

利 用 に 関 す る 意 見
２ 特定歴史公文書等の利用に関する意見の内容

備考

１ 「利用決定に対する意見の有無」の欄は、「有」又は「無」のいずれかを○で囲ん

でください。「有」の場合は、「利用に関する意見」の欄に記入してください。

２ 意見について欄が不足した場合は、裏面に記入してください。



様式第１２号（第１６条関係）

第三者情報に係る特定歴史公文書等利用決定通知書

第 号

年 月 日

様（殿）

徳島県知事 印

あなたに関する情報が記録されている特定歴史公文書等について、次のとおり利用に供

することと決定しましたので、徳島県公文書等の管理に関する条例第１９条第４項の規定

により通知します。

なお、利用に供する日前に審査請求又は訴えの提起がされない場合には、本件特定歴史

公文書等の利用手続を行うこととします。

資料番号 名称

利 用 決 定 を し た

特 定 歴 史 公 文 書 等

利 用 決 定 の 年 月 日 年 月 日

特 定 歴 史 公 文 書 等 に 記 録

さ れ て い る あ な た の 情 報

に 関 す る 利 用 決 定 の 内 容

利 用 決 定 を し た 理 由

利 用 に 供 す る 日 年 月 日

この決定に不服がある場合は、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３

か月以内に徳島県知事に対して審査請求をすることができます。

また、この決定の取消しを求める訴えは、この決定があったことを知った日の翌日から

起算して６か月以内に徳島県を被告として（徳島県知事が被告の代表者となります。）提

起することができます。



様式第１３号（第２２条関係）

特定歴史公文書等の利用に係る裁決通知書

第 号

年 月 日

様（殿）

徳島県知事 印

あなたに関する情報が記録されている特定歴史公文書等について、次のとおり裁決によ

り利用に供することと決定しましたので、徳島県公文書等の管理に関する条例第２４条に

おいて準用する同条例第１９条第４項の規定により通知します。

なお、利用に供する日前に訴えの提起がされない場合には、本件特定歴史公文書等の利

用手続を行うこととします。

資料番号 名称

裁 決 に 係 る

特 定 歴 史 公 文 書 等

裁 決 の 年 月 日 年 月 日

特 定 歴 史 公 文 書 等 に 記 録

さ れ て い る あ な た の 情 報

に 関 す る 裁 決 の 内 容

裁 決 を し た 理 由

利 用 に 供 す る 日 年 月 日

この裁決の取消しを求める訴えは、この裁決があったことを知った日の翌日から起算し

て６か月以内に徳島県を被告として（徳島県知事が被告の代表者となります。）提起する

ことができます。



様式第１４号（第２６条関係）

移管元実施機関用特定歴史公文書等利用請求書

年 月 日

徳島県知事 殿

移管元実施機関の長 印

担当者 所属名

職・氏名

電話番号

メールアドレス

徳島県公文書等の管理に関する条例第１３条第１項及び第２６条の規定に基づき、次の

とおり特定歴史公文書等の利用を請求します。

資料番号 名称 利用の方法

□閲覧
□写しの交付

□閲覧
□写しの交付

利用請求に係る

特定歴史公文書等 □閲覧
□写しの交付

□閲覧
□写しの交付

□閲覧
□写しの交付

□用紙への複写又は出力（□Ａ４ □Ｂ４ □Ａ３）

文 書 （□白黒 □カラー）
写しの
作成の □電磁的記録媒体（ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒ）への複写

方 法
電磁的 □用紙への出力（□Ａ４ □Ｂ４ □Ａ３）（□白黒 □カラー）
記 録 □電磁的記録媒体（ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒ）への複写

写しの交付 □文書館において交付
の 方 法 □郵送等（送付先 ）

備考 「利用の方法」の欄で「写しの交付」を選択した場合は、「写しの作成の方法」及

び「写しの交付の方法」の欄に記入してください。


